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首切りと労働運動破壊の小泉政権

「
自
民
党
を
変
え
て
、
日
本
を

変
え
る
」
と
大
見
え
を
き
り
、
あ

た
か
も
「
改
革
の
旗
手
」
で
あ
る

や
の
よ
う
な
ペ
テ
ン
を
駆
使
し
て

登
場
し
た
小
泉
首
相
は
、
日
を
追

う
ご
と
に
、
そ
の
地
金
を
む
き
出

し
に
し
て
い
る
。
靖
国
神
社
参
拝

強
行
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
戦

犯
か
ら
、
被
爆
者
、
沖
縄
戦
の
死

者
ま
で
一
緒
に
し
て
「
英
霊
」
と

ま
つ
り
あ
げ
、
再
び
労
働
者
人
民

を
戦
争
に
駆
り
出
そ
う
と
す
る
極

右
政
治
家
で
あ
る
。

今
号
で
は
、
小
泉
が
強
調
す
る

「
痛
み
を
伴
う
構
造
改
革
」
に
つ

い
て
、
そ
の
正
体
・
狙
い
を
暴
露
、

断
罪
す
る
。
そ
の
第
一
は
「
構
造

改
革
な
く
し
て
景
気
回
復
な
し
」

と
い
う
ペ
テ
ン
で
あ
る
。

三
景
気
回
復
」
ど
こ
ろ
か
一

一
警
高
危
機
一
層
の
深
刻
化
一

ま
ず
事
実
と
し
て
、
日
本
の
景

気
は
九
七
年
以
来
の
危
機
を
一
層

深
刻
な
も
の
に
し
て
い
る
。
小
泉

は
六
月
二
六
日
「
不
良
債
権
問
題

を
ニ

S
三
年
以
内
に
解
決
す
る
こ

と
を
目
指
す
」
と
公
言
し
て
い
る
。

し
か
し
不
良
債
権
は
政
府
関
係
者

で
す
ら
認
め
て
い
る
よ
う
に
、

「
経
済
の
停
滞
に
伴
っ
て
、
新
た

に
発
生
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
日

々
増
え
続
け
て
い
る
。
こ
う
し
た

不
良
債
権
処
理
で
、
乙
の
聞
大
銀

行
救
済
の
た
め
莫
大
な
資
金
を
投

入
し
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
熊
谷
組

-
問
組
な
ど
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
救

済
に
乗
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
の
だ
。

小
泉
の
「
聖
域
な
き
構
造
改
革
」

に
今
、
多
く
の
有
識
者
、
学
者
等

々
か
ら
批
判
が
数
多
く
出
さ
れ
て

き
て
い
る
よ
う
に
、
労
働
者
、
人

民
に
犠
牲
を
す
べ
て
押
し
つ
け
て
、

大
銀
行
と
大
企
業
を
救
済
す
る
も

の
で
あ
り
、
「
痛
み
に
耐
え
ろ
」

と
は
、
労
働
者
に
リ
ス
ト
ラ
と
大

失
業
、
福
祉
切
り
捨
て
、
大
増
税

を
強
制
す
る
以
外
の
何
も
の
で
も

な
い
。
ま
た
小
泉
の
持
論
で
あ
る

「
郵
政
事
業
の
民
営
化
」
や
、
特

殊
法
人
・
特
殊
会
社
の
廃
止
や
民

営
化
な
ど
、
公
務
員
労
働
者
を
は

じ
め
と
し
た
大
リ
ス
ト
ラ
攻
撃
を

狙
っ
て
お
り
、
「
聖
域
な
し
」
と

は
全
労
働
者
に
た
い
す
る
攻
撃
と

し
て
あ
る
の
だ
。

一
一
不
良
債
権
処
理
で
一

二
三
O
万
人
の
失
業
者
が
一

民
間
の
研
究
機
関
の
試
算
に
よ

る
と
、
小
泉
の
言
う
不
良
債
権
処

理
が
実
行
さ
れ
た
場
合
、
中
小
企

業
の
倒
産
は
二
十
万
か
ら
三
十
万

件
に
上
り
、
失
業
者
は
一
二

O
万

人
か
ら
一
二
一

O
万
人
と
予
測
さ
れ
、

連
鎖
倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
を
含
め
る

と
、
二

O
O
万
人
か
ら
三
O
O
万

人
が
失
業
に
追
い
や
ら
れ
る
と
し

て
い
る
。
政
府
発
表
で
す
ら
、
す

で
に
日
本
の
失
業
率
は
四
・
九
%

で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
な

ら
ば
一
千
万
人
を
こ
え
る
労
働
者

小
泉
首
相
の
靖
国
参
拝
弾
劾
、
八
・
一
五
集
会
開
催

8
R市
目
、
『
許
さ
な
い
、
侵
略
の
美
化
|
靖
国
・
教
科
書
八
・
一

五
労
働
者
市
民
の
つ
ど
い
』
が
五
ニ

O
名
の
参
加
で
中
野
Z
E
R
O小
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
.

集
会
は
、
『
消
え
た
一
回
七
七
七
人
|
南
京
大
膚
殺
の
真
相
を
追
っ
て
』

の
ビ
デ
オ
上
映
と
制
作
者
の
森
正
孝
さ
ん
の
解
脱
、
西
川
重
則
さ
ん
の

『
天
豊
の
神
社
・
晴
国
』
と
高
橋
哲
哉
さ
ん
の
『
天
皇
制
と
二
十
一
世
紀

の
歴
史
臨
機
」
の
こ
つ
の
購
演
を
中
心
に
コ
ン
ト
や
『
つ
く
る
会
教
科
書
」

の
採
択
を
阻
止
し
た
杉
並
の
た
た
か
い
、
司
法
改
革
攻
撃
と
た
た
か
う
弁

輯
士
、
「
四
党
合
意
』
と
た
た
か
う
国
鉄
労
働
者
、
九
・
一
自
衛
隊
治
安

出
動
に
反
対
す
る
在
日
朝
鮮
人
の
人
た
ち
か
ら
闘
い
の
報
告
州
附
さ
れ
た
。

ま
た
、
十
五
日
午
前
に
は
、
日
目
の
小
泉
の
靖
国
参
拝
に
抗
聾
す
る
反

戦
共
同
の
デ
モ
に
参
加
し
闘
い
ぬ
い
た
。

が
失
業
を
強
制
さ
れ
る
。

小
泉
は
、
こ
れ
に
対
し
「
痛
み

に
耐
え
ろ
」
と
4

一
一
口
い
放
っ
て
い
る

の
だ
。さ

ら
に
小
泉
は
、
大
量
失
業
者

の
発
生
に
備
え
る
と
し
て
、
「
自

己
啓
発
、
社
会
人
の
再
教
育
・
再

訓
練
、
派
遣
制
度
の
規
制
改
革
:
・

:
・
」
と
、
要
す
る
に
失
業
し
た
労
引

働
者
は
職
業
能
力
が
な
い
か
ら
再
よ

教
育
・
訓
練
す
る
と
し
て
、
す
べ
川

て
を
労
働
者
の
責
任
に
追
い
か
ぶ
り

せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
側

加
え
て
「
有
期
雇
用
契
約
、
裁
量
葉

労
働
制
、
派
遣
制
度
の
見
直
し
」
汗

が
言
わ
れ
て
い
る
。
有
期
雇
用
と
動

は
、
こ
れ
ま
で
の
終
身
雇
用
制
度
切

に
変
わ
っ
て
、
期
限
を
切
っ
た
雇
酌

用
契
約
を
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
に
拡
川

大
し
、
い
つ
で
も
「
契
約
打
ち
切
祈

り
」
で
解
雇
で
き
る
制
度
に
変
え
る

よ
う
と
し
て
い
る
。
労
働
者
を
不
貯

安
定
な
雇
用
を
強
制
し
、
中
小
企
通

業
を
う
パ
タ
パ
タ
倒
産
さ
せ
、
大
仰

企
業
の
生
き
残
り
を
は
か
ろ
う
と
時

す
る
攻
撃
が
「
小
泉
改
革
」
の
正
物

体

で

あ

る

。

戦

J
R東
日
本
の
「
ニ
ュ

l
フ

ロ

蛇

ン
テ
ィ
ア
剖
」
計
画
は
、
「
小
泉
失

改
革
」
の
先
取
り
的
攻
撃
で
あ
る
。
大

わ
れ
わ
れ
は
、
「
ニ
ュ

i
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
別
」
・
第
二
の
分
割
・
民

営
化
攻
撃
を
粉
砕
と
「
小
泉
改
革
」

粉
砕
を
、
ひ
と
つ
な
が
り
の
課
題

と
し
て
全
力
で
闘
い
ぬ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。


